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U10G-A152

MSイメージング分析をもっと簡単に。
トータルMSイメージングシステムで
あなたをサポートします。
株式会社島津製作所 分析計測事業部

質量顕微鏡とは

形はわかるが
含まれている
物質が分からない

含まれている物質はわかるが
分布が分からない

光学顕微鏡 従来の質量分析計（MS）

iMScope
 位置情報を残したまま直接質量分析
 イオンの信号強度とその分布により画像化

“観察” と“分析” の重ね合わせが可能に︕

顕微鏡 ＋ 質量分析計
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U10G-A152

イメージング質量分析の原理

MALDI TOF
Mass Spectrometry

レーザ

組織切⽚

イオン化された
分⼦

マトリックス

＋

＋

＋

＋

＋

＋

切⽚の分析領域を数μm各の⼩さな領域（ピクセル）に分けて、ピクセル毎に
MALDI質量分析を実施することで、注⽬分⼦の分布を画像として表⽰させています。
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島津の提供するMSイメージングトータルシステム

■MSイメージング（MSI）ワークフロー

再現性
⾃動化
結晶の微細化

⾃動スプレー装置
iMLayer™ AERO

蒸着装置
iMLayer™

前処理

⾼速・光学MS
iMScope™ QT

⾼空間分解能
⾼速
⾼精度

MSI分析

簡便性
多彩
汎⽤性

IMAGEREVEAL™ MS

データ解析
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⾼速・光学MS
iMScope™ QT

再現性
⾃動化
結晶の微細化

⾼空間分解能
⾼速
⾼精度

簡便性
多彩
汎⽤性

島津の提供するMSイメージングトータルシステム

⾃動スプレー装置
iMLayer™ AERO

蒸着装置
iMLayer™

IMAGEREVEAL™ MS

前処理 MSI分析 データ解析

■MSイメージング（MSI）ワークフロー

5

特徴

超⾼速イメージング

LCMS Q-TOFとの切替が容易

⾼空間分解能イメージング

LCMS Q-TOFに顕微MALDIユニットを取り付けたMSイメージング装置

顕微鏡観察位置のイメージング

イメージング質量顕微鏡 iMScope QT

⾼精度イメージング
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U10G-A152

(1) 光学画像

(2) スライド全体像

(3) 対物レンズ倍率

(5) CCDカメラ

(6) サンプルステージ移動
ステージの移動

(4) 照明選択
落射、透過を選択

顕微鏡観察位置のイメージング

(7) 撮影ボタン
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(1) 矩形選択

Point: 顕微鏡画像上で直接分析領域を指定可能︕

(2) 空間分解能設定
レーザ照射間隔を設定

(3) レーザ照射条件設定

(4) MS分析条件設定

(5) 分析スタートボタン

光学画像上に分析領域を指定⇒直感的でやさしい操作性

顕微鏡観察位置のイメージング
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顕微鏡観察位置のイメージング

顕微鏡画像 MSイメージング
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顕微鏡観察位置のイメージング

顕微鏡画像 MSイメージング光学画像とMSイメージングの重ね合わせ

光学画像とMSイメージを恣意的な操作なく正確に重ね合わせることができる
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特徴

超⾼速イメージング

LCMS Q-TOFとの切替が容易

⾼空間分解能イメージング

LCMS Q-TOFに顕微MALDIユニットを取り付けたMSイメージング装置

顕微鏡観察位置のイメージング

イメージング質量顕微鏡 iMScope QT

⾼精度イメージング
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視細胞層顆粒層
神経節
細胞層

光の⽅向

網膜の光学顕微鏡写真

網膜⾊素上⽪
（幅10〜30 µm）

ラット網膜上でのMSイメージング

⾼空間分解能イメージング

網膜の構造(Wikipediaより）

視細胞層、顆粒層など多層構造になっている
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光学画像
10 µm

網膜⾊素上⽪
（幅10〜30 µm）

PC(16:0/18:1)
⾊素上⽪層の
隣の隣の層に分布

PC(18:0/22:6)
⾊素上⽪層の
すぐ隣の層に分布

【2つのPCが局在している層が異なる】ことは⾼い空間分解能※だからこそわかる
＊iMScope 最⾼空間分解能≦5 μm

⾼空間分解能イメージング

ラット網膜上でのMSイメージング
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特徴

超⾼速イメージング

LCMS Q-TOFとの切替が容易

⾼空間分解能イメージング

LCMS Q-TOFに顕微MALDIユニットを取り付けたMSイメージング装置

顕微鏡観察位置のイメージング

イメージング質量顕微鏡 iMScope QT

⾼精度イメージング
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光学画像光学画像

マウス脳切⽚全体（10.35 mm × 6.1 mm）を
50 μmピッチで分析（25,254ピクセル）

超⾼速イメージング

対物レンズ10倍で観察した
マウス精巣（1.0 mm × 1.0 mm）を
5 μmピッチで分析（40,000ピクセル）

切⽚全体のMSIが約19分で終了

m/z 888.623 Sulfatide(c24:1)

⾼空間分解能のMSIが約15分で終了

m/z 795.520 CE(C16:0-alkylC16:0-acyl)

15

特徴

超⾼速イメージング

LCMS Q-TOFとの切替が容易

⾼空間分解能イメージング

LCMS Q-TOFに顕微MALDIユニットを取り付けたMSイメージング装置

顕微鏡観察位置のイメージング

イメージング質量顕微鏡 iMScope QT

⾼精度イメージング
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光学画像

近接ピークを分離して⾼精度イメージングが可能

⾼精度イメージング

PI(38:4)の同位体

質量精度 0.6 ppm
Sulfatide(C24:1)
理論m/z 888.6235

9-AAを蒸着し ネガティブモードで分析

888.62331

885.54926

m/z 888.623

質量精度 0.1 ppm
PI(38:4)
理論m/z 885.5492 m/z 885.549

888.62331

m/z 888.562

マウス⼩脳上でのMSイメージング

m/z

Intensity

888.56198

888.62331
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特徴

超⾼速イメージング

LCMS Q-TOFとの切替が容易

⾼空間分解能イメージング

LCMS Q-TOFに顕微MALDIユニットを取り付けたMSイメージング装置

顕微鏡観察位置のイメージング

イメージング質量顕微鏡 iMScope QT

⾼精度イメージング
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iMScopeTM QT

LCMS Q-TOFとの切替が容易

19

ユーザー様ご⾃⾝で iMScope QTとLCMS Q-TOFへの切替が可能

LCMS Q-TOFとの切替が容易

iMScopeTM QT

LCMSTM -9030

20
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ユーザー様ご⾃⾝で iMScope QTとLCMS Q-TOFへの切替が可能

LCMS Q-TOFとの切替が容易

DPiMSTM QTiMScopeTM QT

LCMSTM -9030

LCMS Q-TOFをハブとして iMScopeTM QTやDPiMSTM QTの分析が可能21

⾼速・光学MS
iMScope™ QT

再現性
⾃動化
結晶の微細化

⾼空間分解能
⾼速
⾼精度

簡便性
多彩
汎⽤性

島津の提供するMSイメージングトータルシステム

⾃動スプレー装置
iMLayer™ AERO

蒸着装置
iMLayer™

IMAGEREVEAL™ MS

前処理 MSI分析 データ解析

■MSイメージング（MSI）ワークフロー
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⾼速・光学MS
iMScope™ QT

⾼空間分解能
⾼速
⾼精度

簡便性
多彩
汎⽤性

島津の提供するMSイメージングトータルシステム

IMAGEREVEAL™ MS

MSI分析 データ解析

再現性
⾃動化
結晶の微細化

⾃動スプレー装置
iMLayer™ AERO

蒸着装置
iMLayer™

前処理

■MSイメージング（MSI）ワークフロー
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m/z 772.52
PC(16.0/16.0)+K⁺

スプレー

500μm

光学画像

蒸着

⾼空間分解能イメージングには
必須のアイテム

マトリックス蒸着装置 iMLayer

 前処理の⾃動化
⇒作業拘束時間の短縮

 マトリックス結晶の微細化・均⼀化
⇒⾼空間分解能イメージングを可能に

 最適化された蒸着プログラム搭載
⇒時間と労⼒がかかる条件検討が不要

 マトリックス膜厚制御機能搭載
⇒再現性の向上
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⾃動スプレー装置 iMLayer AERO

N2パージ

湿度の影響を受けない

⼆段階蒸着法で
空間分解能と感度の両⽴

ノウハウの必要な前処理を⾃動化

25

⼆段階蒸着法による滲みのない検出

蒸着法
結晶は⼩さく⾼空間分解能
抽出効果が弱いため、
検出感度が⾜りない

iMLayer

結晶︓極⼩◎感度︓×
9-AA結晶

5 µm

iMLayer AERO

スプレー法
溶媒を使うため、
組織の外に滲みが発⽣（100-
150μm）
結晶が⼤きく空間分解能低下

＋

32 µm

結晶︓⼤×滲み︓×

マウス肝臓のADPのMSイメージング

滲みの影響を⼤幅に軽減
⾼空間分解能と⾼感度を両⽴⼆段階蒸着法

＝

5 µm

感度︓〇、滲み︓〇 結晶︓⼩〇
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⾼速・光学MS
iMScope™ QT

再現性
⾃動化
結晶の微細化

⾼空間分解能
⾼速
⾼精度

簡便性
多彩
汎⽤性

島津の提供するMSイメージングトータルシステム

⾃動スプレー装置
iMLayer™ AERO

蒸着装置
iMLayer™

IMAGEREVEAL™ MS

前処理 MSI分析 データ解析

■MSイメージング（MSI）ワークフロー
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簡便性
多彩
汎⽤性

島津の提供するMSイメージングトータルシステム

IMAGEREVEAL™ MS

データ解析

⾼空間分解能
⾼速
⾼精度

MSI分析

再現性
⾃動化
結晶の微細化

⾃動スプレー装置
iMLayer™ AERO

蒸着装置
iMLayer™

前処理

⾼速・光学MS
iMScope™ QT

■MSイメージング（MSI）ワークフロー
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29

IMAGEREVEAL MSの特徴

 多彩な機能により⽬的のMSイメージを効率的に抽出
⇒網羅的な変動成分解析、局在解析が効率的に

 画像に関する各種機能を搭載
⇒⾒やすい画像の⽣成、重ね合わせ、

フィルタリング補間、画像間演算が可能

 アシスタントバーを順に進むと解析完了
⇒⾼機能を簡単に

 最短3ステップで簡単に解析
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最適な画像を効率よく抽出、作成（PCA）

組織間に存在する
m/z 885

組織中⼼に存在する
m/z 809

組織辺縁部に存在する
m/z 795

PCAの実⾏結果から、組織間、組織中⼼、組織辺縁部に
特徴的に分布するMSイメージを抽出できた。

サンプル︓マウスの精巣
ROI︓⾚︓組織間、⻘︓組織中⼼、緑︓組織辺縁部
⽬的︓組織間、組織中⼼、組織辺縁部に特徴的に分布するMSイメージを抽出したい。

PCAの実⾏結果
各ROIの平均スペクトルでPCA
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最適な画像を効率よく抽出、作成（類似画像抽出）

参照画像

類似画像抽出機能を実⾏

抽出

参照画像（求めたい局在パターン）と似た分布を⽰す
MSイメージを⾃動抽出できた。
※従来はユーザが⼤量のMSイメージから似ているMSイメージを⽬視で抽出

サンプル︓⾮アルコール性肝炎マウス肝臓切⽚
⽬的︓参照画像と似た分布を⽰すMSイメージを抽出したい。

抽出されたMSイメージ

参照画像は何でも構
わない。
ex) 組織染⾊像、蛍
光像、他装置で取得
したイメージ等

m/z 127

m/z 193

m/z 646

m/z 887

⽐
較

MSイメージデータ
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⾼速・光学MS
iMScope™ QT

島津の提供するMSイメージングトータルシステム

⾃動スプレー装置
iMLayer™ AERO

蒸着装置
iMLayer™

IMAGEREVEAL™ MS

前処理 MSI分析 データ解析

島津 iMScope IMAGEREVEAL  検索

組み合わせることで
⾼空間分解能分析を達成

⾼解像度イメージングの
迅速データ解析

顕微鏡による観察とMSイメージの融合（オンリーワン）
正確かつ⾼速な⾼解像度MSイメージの取得
1台の装置で、イメージングMS＋LC-MS

位置情報 定性＋定量

■MSイメージング（MSI）ワークフロー
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本発表内に記載されている会社名、製品名、サービスマークおよびロゴは、各社の商標および登録商標です。
なお、本発表中では「TM」、「Ⓡ」を明記していない場合があります。

iMScope, iMLayer, IMAGEREVEAL, LCMS,  DPiMSは株式会社島津製作所またはその関係会社の⽇本 およびその他の国における商標です。 
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